
こどもの居場所づくり推進事業研修会実施要項  
 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鹿児島県子ども福祉課  
 
１　研修の目的 

子どもの身近な地域において、子どもや保護者のニーズを踏まえた多様な居場所づく 
りを推進するため、子どもへの関わり方やよりそい方、子どもの発達特性等を学習し、 
こどもの居場所づくりの実践を「みがく」ことを目的とした研修会を実施するととも 
に、こどもの居場所や在籍校、福祉・教育の関係機関等の連携強化を目的とした研修会 
を実施する。  

 
２　研修内容  
　　ア　対象者 
　　　・こどもの居場所（ＮＰＯ団体等）の職員 
　　　・県及び市町村の児童福祉、障害福祉、生活困窮等の担当部局の職員  
　　　・児童相談所職員  
　　　・県及び市町村の教育委員会の職員 
　　　・学校の教職員 
　　　・スクールカウンセラー、スクールソーシャルワーカー 
　　　・青少年育成指導者 
　　　・民生委員・児童委員  
　　　・県及び市町村社会福祉協議会職員 
　　　・障害者基幹相談支援センター職員 
　　　・障害者相談支援事業所職員  
　　　・自立相談支援機関職員 
　　　・地域包括支援センター職員  
　　　・子ども食堂の運営者  
　　　・その他支援者団体等の職員  
　　　・フリースクール等事業所職員 
 
　　イ　実施期間  
　　　　おおむね令和８年５月から令和８年８月31日（月）の間  
 
　　ウ　実施回数  
　　　　「こどもの居場所づくりの実践を「みがく」ことを目的とした研修会」を１回、 

「こどもの居場所や在籍校、福祉・教育の関係機関等の連携強化を目的とした研修 
会」を１回実施する。  

 
　　エ　実施方法  
　　　　「こどもの居場所づくりの実践を「みがく」ことを目的とした研修会」と「こど 

もの居場所や在籍校、福祉・教育の関係機関等の連携強化を目的とした研修会」を 
それぞれ半日開催で実施する。 

　  
　　オ　実施内容  
　　　・講演・講話 
　　　・グループワーク　等  
 
　　カ　会場・開催方法  
　　　・地区ごとに開催会場を設置（※複数会場設ける場合もあり）  
　　　・本会場と併せてサテライト会場を設ける場合もあり 
 
 
　　キ　研修会の広報周知 
　　　　県と事業所が連携し対象者への広報周知を実施する。 
 
３　その他の留意事項 
(1)研修会の実施に当たって、参加者から費用の徴収をしてはならない。（テキスト代を 

含む。）  
(2)　本業務の実施に当たっては、県及び「かごしま子ども・若者総合相談センター」（こ 

どもの居場所づくりコーディネーター）と連携を密に図ること。 


